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利用した開発援助の仕組みは、企業の社会に対する影響力を活用する仕組みと言える。企業は社会の一構成要素であり、社会から影響を受けながら社会 影響を与えている存在である。大量 アウトプット （財 ・ サービス、 税金など） 、 大量のインプット（人 物、金など） 、経済 ・ 産業 みならず政治 ・ 教育 ・芸術などへの支配力、そしてマーケティングなどを通じて、企業は人々の生活様式や価値観などに影響を与えている。 （参考文献①）例えば、食品や健康商品を扱っているユニリーバ（南アフリカ）は、二〇〇五年、国内で約一〇万人 直接雇用もしく サプライチェーンを通じて雇用しており これ南アフリカ全体の雇用の〇 ・八％に匹敵する。また、同社による納税額は政府の税収の〇 ・九％を占めてい 。さらに 地域社会に対する教育やＨＩＶ／エイズ対策を政府と共同して実施している。 （参考文献⑧。この開発援助の仕組みでは社会 一構成要素である民間企業は「社会の発展の
重要な原動力」としての役割を果たしている。
ＢＯＰビジネスの意義は、企業の社会へ


















ＯＰ層の貧困状態の脱出 導くわけではない。貧困者は自己抑制力 働かず生活 は直接関係のない財・サービス（酒やタバコなど）に余剰のお金を使ってしまう傾向にあるという報告もある（参考文献⑥） 。ＢＯＰ層は購買力の問題とともに、そ 購買力をどのように生計に役立てるのかという問題にも直面しており、ＢＯＰビジネスなかで、生計戦略を立てる知識と能力（どのようにお金を獲得 、消費・投資・貯蓄するのかの能 とそれに関わる制度に関す
と労働の両面に及んでいる。
まず、消費者としてのＢＯＰ層に対して
かれらが直面している多様な社会的問題（貧困、教育、健康など）が解消する手段をＢＯＰビジネスは提供する。多様な問題を解決するためには、各々の問題に個別に対応するイノベーションが必要となっている。これまでに、例えば、栄養不足解消のための栄養の入ったヨ グルトの開発（グラミン・ダノン食品社） 、ヨウド不足を解消する ヨウド入り塩の開発（ヒドゥスタン・ユニリーバ社） 台所の室内空気汚染を解消す かまどの開発（フィリップス社）など、様々なイノベーションの事例が存在する。
同時に、ＢＯＰビジネスは、ＢＯＰペナ
ルティー（貧困ペナルティー）を解消する。ＢＯＰペナルティーとは「市場において非貧困者と比較して 者が高い費用を負担していること」であり、非貧困者と比べて貧困者が市場で入手できる財・サービスは低品質であること、高価であるこ 、入手困難であること、そして家計の大きな負担となることを意味している。ＢＯＰビジネスでは、ＢＯＰ層の手が届く価格 ＢＯＰ層のニーズにあった財・サービスを提供することを可能にするイノベーションにより、ＢＯＰペナルティーを解消する。さらに、ＢＯＰ層が消費者として安価にまた容易財・サービスを受けられ ようになれば家計の負担は軽減され、 ＢＯＰ層の他の財 ・
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のアプローチとＢＯＰビジネスは資源の流れに相違性を持つ。開発援助が市場を通じない外部からの資源投入を手段とした富の再分配制度だとすると 、いままで資本主義へ参加できなかったＢＯＰ層へ機会の提供を促 制度であり、市場を通じたＢＯＰ層へ 資源投入を促す制度と考えられる。ＢＯＰビジネス 、資源が循環する市場の仕組みに消費者としてまた労働者 してＢＯＰ層を統合する。それは、「社会の発展の重要な原動力」に持続的にＢＯＰ層を組み込み、ＢＯＰビジネスが自律的発展の仕組みとなることを意味する。
社会の一部である企業が、ＢＯＰ層の抱
える社会問題を自ら克服し、自律的な発展の推進力となることを期待したい。 だし、ＢＯＰビジネスが及ぼす影響は原理的限界（企業が利潤を出せる範囲での活動という限界など）があ ことには留意が必要である。そこで、開発援助 ＢＯＰビジネスの相互補完が重要とな 。 国際協力機構 （ＪＩＣＡ）の民間連携室では官民連携による国際協力事業を推進している。援助事業ＢＯＰビジネスとの官民連携も視野に入れており、現在、連携の枠組みづくりを進め
